
厚生労働省社会・援護局（援護関係） 

※裏面に続く 

令和３年度援護関係予算概算要求の主要事項 
 

【２年度予算】       【３年度要求】 

援護関係予算総額  ２１，７００百万円  → ２０，８３３百万円 
 

１ 援護年金              ６，０２０百万円 →  ５，１１８百万円 

（受給人員 ３，５００人 → ３，００９人） 

  

２ 戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の支給 １，０６９百万円 → １，０８４百万円 

   支給事務経費の増 

〈支給対象件数〉 

・戦没者等の遺族に対する特別弔慰金 約８５万人 

・戦傷病者等の妻に対する特別給付金 約６百人 
 

 

３ 遺骨収集事業等の推進          ３，００４百万円 → ３，０４２百万円 

（１）遺骨収集事業             ２，４３３百万円 → ２，３６７百万円 ※ 

（２）海外公文書館の資料収集            １７百万円 →    １７百万円 

（３）遺骨の鑑定                 ５２１百万円 →   ６２３百万円 

ア 鑑定実施体制の充実             ２４７百万円 →   ３０４百万円 

      新 分析ラボの設立準備 

・ ＤＮＡ鑑定の充実 

イ 戦没者遺骨に関する研究の推進        ２７４百万円 →   ３１９百万円 

   ・次世代シークエンサによるＳＮＰ分析に係る研究委託 

・形質人類学的鑑定に係る研究委託 

・ＤＮＡ鑑定に係る研究 ※科研費 

   ・安定同位体比分析に係る研究 

（４）遺骨・遺留品の伝達              ３３百万円 →    ３５百万円 

 

 

※ コロナ禍の下において遺骨収集事業等を推進するために必要となる経費を、別途、事項要求。 

 



 

４ 戦没者慰霊事業等             ５９５百万円 → ６０５百万円 ※ 

（１）全国戦没者追悼式挙行経費            １６３百万円 → １７３百万円 

（２）慰霊巡拝等                   ４３３百万円 → ４３１百万円 

ア 慰霊巡拝                     ９８百万円 →  ９９百万円 

イ 政府建立慰霊碑の補修等              ５４百万円 →  ５３百万円 

ウ 海外・国内民間慰霊碑の管理            ２２百万円 →  ２０百万円 

（ア）海外民間建立慰霊碑              １０百万円 →  １０百万円 

（イ）国内民間建立慰霊碑              １２百万円 →  １０百万円 

エ 慰霊友好親善事業                ２５９百万円 → ２５９百万円 

  

５ 昭和館・しょうけい館事業          ６４６百万円 → ６７８百万円 ※ 

（１）昭和館                     ４７０百万円 → ４５９百万円 

（２）しょうけい館                  １７７百万円 → ２１９百万円 

 

 

６ 中国残留邦人等の援護等       ９，９８６百万円 → ９，９６１百万円 ※ 

（１）中国残留邦人等に対する支援等      ９，８１６百万円 → ９，８０２百万円 

ア 支援給付の実施等            ９，７７７百万円 → ９，７６３百万円 

イ 中国残留邦人等の介護に係る環境整備     ３９百万円 →     ３９百万円 

（２）抑留者関係資料の取得及び特定作業関係      １１０百万円 → １２０百万円 

（３）戦没者等援護関係資料の移管・整備         ６０百万円 →  ４０百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ コロナ禍の下において遺骨収集事業等を推進するために必要となる経費を、別途、事項要求。 

 

 

 

（百万円単位で四捨五入しているため、各欄の増減が一致しない場合がある。） 


